
こんなものを読んできた（44） 
「コンビニ兄弟」１～5巻 町田その子（新潮文庫） 

校長・鈴木 健 

 

 1年次の皆さんには「初めまして」、２年次以上の皆さんには「御無沙汰しました」。今年

度も「こんなものを読んできた」を再開します。新年度初回は、皆さんに楽しく読んでもら

えるものにしたい、と思って「コンビニ兄弟」を選びました。中島健人さん主演でドラマ化

もされたり、今とても売れている作品です。 

 北九州市門司区にあるローカルコンビニ「テンダネス門司港

こがね村店」の店長の志波三彦（しばみつひこ）は、笑顔と行

き届いた接客で男女を問わず人を引き付けてしまうため「フェ

ロモン店長」と呼ばれています。その兄で、ひげ面の怪しい「何

でも屋」の二彦（つぎひこ）、この二人が「コンビニ兄弟」です。

レトロな街並みで知られる門司港を舞台に、コンビニに集まっ

てくる様々な人が、この兄弟や常連客同士の関わりの中で癒さ

れたり、立ち直ったりしていきます…。 

 私がこの本を読んだ大きな理由の一つに、私が４０年くらい

前に２年ほど門司に住んでいたことがあり、懐かしくなったか

らというのがあります。とはいえ、私が知っている門司港の雰

囲気と、作品の中に出てくる門司港の街の空気感は、だいぶ違うように感じます。 

 この作品に出てくる門司の街や住人はわりと都会的で東京っぽい（？）感じです。しかし、

私が住んでいた 1990年代の門司は、はっきり言ってさびれた田舎街でした。 

 当時はバブル景気の末期でしたが、門司はそんな繁栄から完全に置き去られていました。

街に一軒だけあった山城屋さんというデパートも、いつ行ってもガラガラでした。現在、門

司の観光資源となっている大正～昭和初期のレトロな街並みも、文化財として保存されてい

るのではなく、建て替える経済的活力がなくて残っているだけという感じでした。 

 その後、門司はレトロタウンとして町おこしを頑張ったので、今は昔よりにぎやかになっ

ているのかもしれません。そうであればいいのですが…。 

 さてこの作品ですが、私は１巻しか読んでいませんが、とても面白く、悪くない作品です。

こう書くとなんか偉そうですが、私のように年を取ると、ひねくれてしまい、手放しで「素

晴らしい」と褒める気にはなかなかなりません。①東京などの人には珍しいレトロタウン門

司港の地方色を出す。②ちょっと興味深いコンビニの裏話を取り入れる。③エッジの立った

キャラクターを登場させる。④「心の折れた」人を癒してくれるやさしさのあるストーリー

…。売れるための作法をがっつり取り入れたある意味「あざとい」作品ですが、これが今、

読者に求められているものなのでしょう。また同じような作品の中でもストーリー、描写と

もに優れているから、人気作となっているわけです。すーっと呼んで、さっと気持ちよくな

るには最高の一作です。 


